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研究成果の概要（和文）：本研究は、公私の複合的関係からなる都市・地域空間を、それを構成する諸空間要素
とその所有・管理・諸活動からなる「空間－社会」関係から捉え、複数事例の調査分析と空間－社会構造図を用
いたモデル化、事例間の比較を通じて、持続可能な都市空間の公私・計画マネジメントが成り立つ条件を実証的
に明らかにしている。また、公的空間を利用する人間（主体）の側の条件、及び、公私の多様な主体を受け止
め、多様な関係性を生み出す公的空間の質的条件を、統計的手法を用いて分析するとともに、その結果を原理的
に深め、「共同的主体性」という主体の条件、及び、誰にも開かれた自由な場＝「開放性」という空間の意味的
質の重要性を指摘している。

研究成果の概要（英文）：In this research, we investigated the socio-spatial relations of urban and 
regional spaces through case studies and analyzed & compared the structures of the relations through
 modeling using socio-spatial analysis model which H.Fujikura, K.Yamada et al.(2010) developed, and 
we clarified the conditions under which sustainable management and planning of urban and regional 
spaces can be established. 
Moreover, using statistical methods, we also analyzed and clarified the conditions on the human 
(subject) side who use public spaces and the qualitative conditions of public spaces that accept 
various public and private subjects and create various relationships. we deepened the results in 
principle and pointed out the importance of the condition of the subject which we called  "
coexisting self-direction", and the semantic quality of public spaces which we called   "openness", 
public spaces with the atmosphere of "freedom" and open to anyone .

研究分野： 景観工学

キーワード： 公私計画論　公共空間　空間－社会関係　空間－社会構造分析　ローカル・ガバナンス

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
河川敷占用許可準則改正（2011年）以降、公園におけるPark-PFIの導入、道路空間の利活用に関する社会実験
等、公共空間の利活用を巡る官民協働の動きが活発である。本研究の成果は、こうした取組みを、実践と理論の
両側面から支える学術的・社会的基盤を提供している。具体的には、地域空間の所有・管理・活動を巡る空間－
社会関係を実証的に分析しつつ構造化し、地域空間を巡るガバナンスの様態を描き出し、公私計画・マネジメン
トの実践に対する実証的根拠を与えている。また、公共空間を利用する主体の側の条件を実証的に描き出し、人
間や社会にとっての公共空間の意義を理論的に深めており、その学術的・社会的意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
超高齢化、人口減少、都心部への人口流出と過疎化、コミュニティ弱体化、行政の財政逼迫化

等の我が国のメガ･トレンド下、担い手の不足による商店街や住居地域における空き店舗や空き
家、空き地の増加、農村部における耕作放棄地の増加等の問題が顕在化している。こうした状況
は、公共空間は行政（所謂「公」）が、私的財産は民間（「私」）が、その及ぶ範囲内においての
権利を最大限行使してきた空間管理のあり方の限界を示唆する。このことは、私の財産管理、公
の施設・空間の維持管理の問題に留まらず、防災を含む国土保全、景観形成・保全等、居住福祉・
環境保全の諸問題に跨がり、都市の持続性に関わる計画論的・政策的課題であり、公私複合型の
都市空間の新たな「公私計画・マネジメント論」が希求されていると認識する。 
他方で、河川敷占用許可準則改正（2011 年）以降、公共空間の利活用の動きが活発となり、研

究開始以降には、公園における Park-PFI の導入（2018 年）、道路空間の利活用に関する社会実
験等、公共空間の利活用を巡る官民協働の動きがさらに活発になってきている。しかし、この動
きを単に、先述のような行政の財政逼迫化を背景とした公共的施設・空間の管理の民間への移行
と捉えるのではなく、今後私たち市民一人ひとりが公共的空間に関わることの意義について、今
改めて再考すべきである。これまで公（行政）が整備してきた空間は、公的に管理された固い空
間の印象となりがちで、人間・社会活動の多様なイメージを喚起する、私的（＝人間的）な雰囲
気（「私」の主体性に基づく、多様な主体の多様な行動を喚起し、公私の多様な関係を生み出す
自由な雰囲気等）をもつ場所に乏しかったと考えられる。都市空間、とりわけ公共的空間は、人
間生活の質的・文化的充実を実感できる、誰にとっても自由に参加可能な場として、その意義や
空間的質のあり方、さらにはそこでの主体の条件が再考されるべきだと認識する。 

 
２．研究の目的 
以上の背景を踏まえ、本研究は、都市空間の公私計画・マネジメントの観点からその方法論を

実証的に体系化するとともに、公共空間の意義を原理的に深め、公共空間を巡る昨今の動きを踏
まえて、その理論的・実践的基盤を構築することを目的とする。 
具体的には、以下の２点を目的とする。 

(1) 公と私のあいだの多様な諸主体の複合的な関係によって成り立つ空間の姿・形とその所有・
管理・諸活動、その関係性のバリエーションを、「空間—社会」関係、即ち、空間構成要素と関連
する社会的活動諸相（所有・管理及びそこでの慣行・制度等を含む諸活動及びその主体）との実
態的関係の詳細な把握・分析に基づき、実証的に明らかにする。上記の「空間—社会」関係を比
較・分析してモデル化した上でケーススタディを実施し、多様な空間的・社会的な公私関係の上
に実現し得る、また持続し得る公共性、即ち、公共性の空間的・社会的な具体的な姿・形を学際
的に検討し、公私計画・マネジメント論を体系化する。 
(2) 公共的空間を使いこなしていく人間（主体）の側の条件と、主体の側が求める公共的空間の
デザイン的・意味的な質を明らかにし、これをもとに都市空間（その主体を含む）における公共
的空間の意義を原理的に深めることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1)の実証的研究・モデル化によるケーススタディの実施方法としては、藤倉ら(2010)が独自

に開発した空間−社会構造分析の手法を採用している。この分析手法で用いられる空間−社会構
造図は、この図は、「私」（個人）を原点に、私から公にいたる空間の広がりを横軸に、また同様
に私から公に至る社会的枠組みの広がりを縦軸にした図上に各要素の所有又は管理・活動関係
をプロットすることで、「空間—社会」的な公私関係の広がり中に諸要素の空間布置と多様な社会
的な関わり（ネットワーク）の状況を描き出し、これを構造的に理解可能とするものであり、過
去と現在の比較や事例間比較も可能とする手法である。 
(2)については、公共的空間の質的評価と個々人のパーソナリティとの関係について、アンケ

ート調査（パーソナリティについては Big Five 尺度を用いた）と統計解析により分析する手法
を用いた。またその結果を受けて、主体の条件や空間の質、公共的空間の意義を検討するさいに
は、大谷幸夫(2012)の著述を総覧的に整理するとともに、西（2014）、山田・西(2014)の議論を
参考にしながら原理的な考察を行った。 
 
４．研究成果 
(1) ２．(1)の研究目的に対応して、Lyons-la- Forêt、Colnrade（独）、下北沢（東京都）、新天
地商店街・中央味食街（金沢市）、山中温泉（石川県加賀市）、釜ヶ崎（大阪府）等を対象とした
ケーススタディを実施してきた。ここでは紙面の都合上、フランス共和国ノルマンディ地域圏の
小規模な基礎自治体（人口約 700 人強）である Lyons-la-Forêt を対象にとしてケーススタディ
の結果を紹介する。 
ケーススタディの結果、「広場」まわりの空間には、住民や観光客等来訪者のアクセスや日常

生活に関わる諸施設と関連する多様なアクティビティ、まちのアイデンティティに関わる諸要
素が集中していること、1983 年に広場からの駐車場の移設と車の追い出しを決定して以降、新
たに形成されていった広場まわりの「場」を巡って、多様な主体の複合的な関与を通じてまちの
アイデンティティが徐々に誰の目にもわかりやすい形で広場まわりに集約的に顕在化し明確化
していったこと、その過程で新たなローカル･ガバナンスの形成が促進されていったこと等を、
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「空間─社会構造図」（図 1）の成果を基に指摘した。 
また、上記の過程で、広場まわりの空間では、個別的な空間「管理」から、自らのヴィジョン

を実現するための「場」の一体的な「運
営」へと、空間─社会関係のあり方が移
行していったことを指摘した。 
その上で、自己決定権のもと、コミュ

ーン自らが描いたヴィジョンとその空間
への反映のための計画である地域都市計
画 PLU が、「場」の「運営」という視点に
おいて極めて重要な役割を果たす可能性
と、それが新たな「場」の形成やそこで
のローカル･ガバナンスを促しながら、自
らの地域運営能力を強化し、地域が動態
的に持続していく重要な要因となってい
く可能性を指摘した。 
これに関連する国際比較研究の成果

は、藤倉らを中心に冊子として取りまと
め（５．〔図書〕の②）、現在フランスの
学術誌に投稿し、日仏両言語で掲載の見
込みである。 
 
(2) ２．(2)の研究目的に対応した研究で
は、広場、水辺、オープンカフェの 3つ
の公共的空間を対象として、大学生（有
効回答数 133）を被験者に、上記 3 つの
空間に対する質的な評価と、それを評価
する主体のパーソナリティとの関係を、
パーソナリティ測定の Big Five 尺度を
用いて統計的に解析した。 
結果として、空間の質的な評価（受け

止め方）とパーソナリティ Big Five の
いくかの尺度との間で、統計的に有意な
差が認められた。とくに、Big Five 尺度
の「外向性」(extraversion)と「誠実性」
(conscientiousness)の得点が高い群に
おいては、広場、水辺、オープンカフェ
のいずれの空間においてもその「開放感」を高く評価し、単なる物理的な空間の広がりにとどま
らず、意味的な開放感（各々の自由な活動に開かれた場の雰囲気等）を感じていることが示唆さ
れた。 
本研究では、外の（物的・社会的）環境に関心を向け、そうしたものとの交流を好む「外

向性」パーソナリティと、他者に過度に影響されずに自分の主体性を発揮できる「誠実性」
パーソナリティとを兼ね備えた主体のあり方を「共同的主体性」と呼んだ。西(2014)は、自
治の主体が成り立っていくための原初的な体験の重要性に触れ、幼い頃に子どもたちが一緒に
なって目一杯遊んだりした「自由な共同体験の記憶」について説明している。これは、奥野(1972)
のいう「原風景」あるいは「自己形成空間」の考え方にも近い。これらを踏まえて山田ら(2014)
は、上記のような主体を「共同的な主体」と呼んでいる。 
子どもの頃のこのような主体のあり方は当然、大人のそれとは異なるが、自分以外の人や物に

関心を向け、それらに対して意識を開きつつ、他者の存在を認めて同じ空間を共有し、自己の主
体性を発揮できるという「共同的主体性」は、広場、水辺、オープンカフェといった場所性を超
えて、公共的空間を使いこなす主体の重要な条件と捉えることができると考えられる。 
そして、自由で創造的な行為を誘発する、子どもにとっての「原っぱ」（奥野）のように、あ

るいはその代償的空間として、同様な質をもった公共的空間は、大人にとってもなくてはならな
いものであろう。 
このことに関連して大谷幸夫(2012)は、古代ギリシャのアゴラ（広場）回りの都市空間の変遷

を分析した上で、アゴラ回りの諸施設の発生は「アゴラの中のさまざまなアクティビティのひと
つの結晶化と捉えることができる…（中略）…結晶化された施設・組成要素はアゴラを離れては
定着しない」と述べ、帝政ローマに取り込まれて以降のアゴラでは、「施設がアゴラとの脈略を
もたず、これとは別個のところで規定された施設がアゴラに介入した…（中略）…その段階で、
アゴラは施設の発生源であり母体であることをやめた」と述べる。また、「アゴラがすべての発
生源であり母体でありえたのは、都市が市民の自律的な集団としてあり…（中略）…市民の意識
と体制が、アゴラの母体性を維持していたからにほかならない」とする。 
アゴラという公共空間はすべてのアクティビティの発生源であり、その母体性は市民の意識

図 1 Lyons-la-Forêt の空間−社会構造図 

図 2（左） 「外向性」の高得点群と低得点群での
カフェの開放性の評価結果(**p=0.031<0.05) 
図 3（右） 「誠実性」の高得点群と低得点群での
カフェの開放性の評価結果(**p=0.017<0.05) 
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と体制によって維持される（この点が今日の都市運営において欠落している）という史実を踏ま
えた大谷の考え方は、公共施設・空間等の民間への開放が進む現在、たいへん示唆に富む。公共
空間の母体は市民であり、公共空間の母体性が維持されていくためには、市民を軸としたローカ
ル・ガバナンスの形成が極めて重要であることを示唆していると考えられるからである。Park-
PFI のような取組みも、このような考え方に基づく施設・空間の運営によらないかぎり（母体性
の維持に努めないかぎり）、その持続性を保持することが困難になる可能性はじゅうぶんに考え
られるのである。 
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